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＜ジョン･オズワルト著 「『聖』を生きる人々」＞ 

 

①「聖 ― その必要性」 

 
テキスト： 

「あなたがたを召してくださった聖なる方にならって、あなたがた自

身も、あらゆる行ないにおいて聖なるものとされなさい。それは、

『わたしが聖であるから、あなたがたも、聖でなければならない。』

と書いてあるからです。」 (Ⅰペテロ 1:15－16) 

 

はじめに：オズワルト博士について 

 

Ａ．聖についてのペテロの勧め 

・キリスト教信仰と旧約聖書の信仰は一貫している＝旧約聖書で書か

れていることは、キリストを信じる者にも、意味がある。 

･赦しと聖の生涯は連動している 

 ・聖とは人の行動を左右する 

 ・人の行動は神の性質で定められる 

 ・それはすべての信徒の人生に表れてくる 

 ・それは不信者のあり方とは異なっている 

 

Ｂ．赦しときよめの関係 

・赦しのみの福音は誤りへ導く 

・新約聖書を旧約聖書の光の中で読むことが大切 

・人が神の特質へと変えられていかなければ、教会の存在目的が曖昧

になる 

・人の内に神の特質が現れるとき、周りの人に希望を与える 

・「恵のみ」を過度に強調する「安価な恵」は問題である 
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・恵の目標は、私たちがキリストのように生きるように造り変えられ

ること 

・目標を失うと、「罪を犯しながら生きる」安易な生き方に導く(「罪

を捨てる必要はない」とか、「捨てることはできない」とか・・・。

そして、その説く愛は感傷的な優しさだけになってしまう) 

・真の教会は、赦しときよめの恵を信じる教会 

「世界中の教会の命運は、聖書にある聖の教えに教会がどう取組む

かに掛かっている。」 

 

＜テーマソング＞「きよくあれよ、主の血に」(284) 
折り返しを英語で歌ってみましょう 

 

“Holiness unto the Lord” is our watchword and song; 

“Holiness unto the Lord” as we’re marching along. 

Sing it, shout it, loud and long; 

“Holiness unto the Lord” now and forever. 

 

「主への聖さ」は、私たちの合言葉、歌です 

共に更新する時も「主への聖さ」 

高らかに何時までも叫び歌います 

「主への聖さ」、今も永久までも 

 


